
専門分野はキラル科学、結晶光学、生物物性科学。固体における「キラル光学的性

質」の測定法を新たに開発し、キラル光学的研究のパイオニアとして国内外の著

名な研究者との共同研究を推進する。温度依存性に加え、波長の変化でもキラル

光学的性質の測定を可能とした装置「Generalized High Accuracy Universal 

Polarimeter (G-HAUP)」を開発し、その功績が認められ「Molecular Chirality

Award」を受賞（2016年度）。

　私はもともと応用物理学科出身ですが、若い頃は数年ごとに所属

や研究テーマが変わり、現在はいくつかの基礎研究をベースにしなが

ら、さまざまな応用研究にも取り組んでいます。特に生命医科学、材

料科学の分野の進展に貢献したいと考えています。

　まずは薬。薬に含まれる化合物の性質を解明することは、安心・安全

面からみてもとても重要なことです。私たちの研究グループでは、「キ

ラリティ」の観点から、薬の研究を展開しています。キラリティとは、実像

と鏡像が重なり合わない性質のことです。右手と左手の関係や右回り

と左回りの螺旋をイメージしてもらうとわかりやすいかもしれません。

　こうしたキラルな構造をもつ薬はキラルドラッグと呼ばれ、その重なら

ない構造により異なる性質を示すケースがみられる時があります。そこ

で、私たちはこうした性質を示す薬の一つである「サリドマイド」という薬

の研究に取り組んでいます。「サリドマイド」という薬を聞いたことがある

人はいるかもしれませんね。「サリドマイド」を服薬した妊婦から生まれた

胎児に奇形が見られ、使用が禁止されました。今でこそ多発性骨髄腫や

ハンセン病の治療に効果があると言われていますが、その作用機序は未

だ完全にはわかっていません。一方、最近になって、「セレブロン」という

タンパク質が「サリドマイド」と結合して催奇形性が現れることが分かりま

した。私たちは「サリドマイド」の構造や、「セレブロン」と「サリドマイド」と

の関係性について澤村直哉准教授とともに研究に取り組んでいます。

　嬉しいことに、「Molecular Chirality Asia 2016」で「Molecular 

Chirality　Award」を受賞することができました。これは、「Gene-

早稲田大学　理工学術院／ナノ・ライフ創新研究機構
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キラルな性質をもつサリドマイドの構造を解明する

「キラリティ」の測定法を新たに開発し、世界のトップに

ralized High Accuracy Universal Polarimeter (G-HAUP) 」の

装置の開発とキラリティの研究分野への貢献・功績が認められてのこ

とです。

　この「G-HAUP」は、私の恩師・小林先生が開発した「HAUP」を改良

したものですが、「HAUP」は固体における旋光性と直接複屈折の温度

依存性を測定することを可能とした装置でした。温度変化により物質

が構造相転移し、結晶の対称性が変化する現象の精密解析に応用で

きたことで充実感は得られましたが、私はそれだけでは満足ができな

かった。キラリティには私の心をゆさぶる何かがあったのでしょうね。

そこで「HAUP」を改良して「G-HAUP」を開発。おかげで固体における

キラル光学的性質の波長依存性も全自動で測定できるようになりま

した。気づいたらキラル光学的性質の測定法の開発では世界のトップ

レベルになっていて、とても名誉なことに、国内外の著名な研究者か

ら共同研究がもちかけられるようになりました。現在はこの

「G-HAUP」を使って、ビスマス系銅酸化物超伝導体の対称性の破

固体のキラル光学的性質の測定が可能な光学測定装置、
一般型高精度万能旋光計（G-HAUP）

未来の早稲田を担う研究者
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れに関する研究、2回らせんをもつ有機結晶の絶対構造と旋光性の

関係の解明、そして既存の測定装置では測定不可な光軸に垂直な方

向のファラデー回転の測定に取り組んでいます。

　さらに、小島秀子客員教授とともにフォトメカニカル現象を示す新

規結晶材料の開発など、さまざまな研究に取り組んでいます。また、

澤村直哉准教授とともにアルツハイマー病と関わりの深いタンパク

質である「アミロイドβ」の凝集メカニズムの解明を目指す研究にも取

り組んでいます。

［Molecular Chirality Award］受賞理由

　左右円偏光に対する屈折率の差である旋光性や吸

収率の差である円二色性といった「キラル光学的性

質」は、それぞれ1811年、1869年にArago、Cotton

によって発見されたが、(1) 空間反転対称性の破れに

起因した分子や結晶構造の不斉 (キラリティ) や、(2) 

原子のミクロな位置 (空間分散) を反映した現象であ

る。これらの測定は、有機・無機物質の研究に広く重用されている。一

方、旋光性の発見以来170年を経ても、固体状態一般におけるキラ

ル光学的性質の正確な測定はその重要性にも関わらず困難であっ

た。これは、キラル光学的性質に比べ100-1000倍ほど大きな直線複

屈折や直線二色性といった「光学的異方性」により、キラル光学的性

質を光学的異方性から分離することができなかったためである。この

ため、固体状態におけるキラル光学的性質の測定は、ガラスなどの等

方性媒質や、結晶などの異方性媒質では、光学的異方性が発現しな

い光軸方向のみに限られていた。

　このような中で、小林教授により、透明な異方性媒質における旋光

性と直線複屈折の同時測定が可能な測定原理及び「高精度万能旋光

計」(High Accuracy Universal Polarimeter：HAUP，ハウプ) と呼

ばれる光学測定装置が開発された。その後、朝日教授らがHAUPの測

定原理を吸収を持つ異方性媒質にまで拡張し、旋光性や直線複屈折

に加え、円二色性及び直線二色性の同時測定も可能となった。朝日教

授らはさらに、旋光性、円二色性、直線複屈折、直線二色性の温度依

存性に加え、それぞれの波長依存性も全自動測定出来る「一般型

HAUP」 (Generalized-HAUP：G-HAUP) を構築し、紫外可視領域

における分光測定を可能とした。朝日教授らはG-HAUPを、強誘電

体、アミノ酸・タンパク質などの生体分子結晶、バイオマテリアル、キ

ラルな有機・無機結晶など、種々の物質に応用、これまでの光学測定

法では得られない重要な知見を明らかにした。

　私はこれまでに応用物理から材料科学、及び生命医科学と研究分

野を広げながら、様々な基礎研究に携わってきました。私の研究業績

幅広いフィールド研究から培った経験と知識こそ私の武器
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はひとつのジャンルに固定しておらず、むしろバラバラ。もしかしたら、

ひとつの分野に絞って研究を進めるほうが研究者としての評価は高

いのかもしれません。しかし、たとえそうだとしても、さまざまな研究

に関わることができたおかげで

知識の引き出しが増え、柔軟に

物事を捉えられるようになりまし

た。事実、新たな研究に取り組む

時や、壁にぶつかるたびに助けら

れています。これからも基本スタ

ンスは変えずに、少しでも多くの

研究に取り組みながら知見を深

めていきたい。そして、積極的に

産学共同研究に関わり、知識や

経験を社会に還元していきたい

と考えています。
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